
電子データの取扱いについて

電子データの内容について
■本サービスにおいては、弊社製品のカタログ、取扱説明書、パーツリスト等、製品に関する全ての印刷物を網羅
するものではありません。

■カタログ、取扱説明書、パーツリストの内容は、製品の仕様変更などにより、予告なく変更される場合があります。
その為、弊社サイト内に掲載される電子データの内容は、販売店等で配布、掲示されるカタログ、製品購入時に
同梱する取扱説明書、印刷物として存在しているパーツリストの内容とは異なる場合がございます。

表記内容は、発行当時の情報であり、弊社純正部品の名称、小売単価、各営業所の名称、所在地などの情報が
現在と異なる場合があります。
また、製品安全上の取り扱い、環境対応につきましては、製品販売時の法令、規制に適合するものであり、製品
販売後の法令、規制の変更内容を反映していない場合があります。予めご了承ください。

著作権について
本サービス内の電子データにつきましては、弊社（小橋工業株式会社）が著作権その他知的財産権を保有します。
無断で他のウェブサイトや印刷媒体に転載することや複製、翻訳等はできません。
但し、お手持ちの製品ご使用の為、1部に限り印刷することができます。

保証について
弊社の製品保証、安全性の保証は製品付属の書面に基づく保証に限られており、弊社サイト内の電子データに基
づく保証は提供いたしません。

お問合せについて
ご使用の製品の取り扱い及び、使用上の安全等に関するお問合せは、ご購入店にご相談頂きますよう、お願いい
たします。

免責事項
弊社サイトのご利用に起因するソフトウェア、ハードウェア上の事故その他の損害等につきましても、一切の責任を
負いません。
弊社サイトのご利用に際して生じたお客さまと第三者との間のトラブルにつきましては、一切責任を負いません。
弊社サイトのサービスは予告なく中止、または内容や条件を変更する場合がございます。

以上

小橋工業株式会社

小橋工業(株)のホームページ（以下、弊社サイト）においては、カタログ・取扱説明書・

パーツリスト等の電子データの閲覧、ダウンロードのサービス（以下、本サービス）を

ご提供しております。

本サービスをご利用の際には、以下の注意事項をご確認ください。



取扱説明書
KH165T  195T
KH165RT  195RT

安全頁必読

当製品を安全に，また正しくお使いいただくために必ず本
取扱説明書をお読みください。誤った使いかたをすると，
事故を引き起こす恐れがあります。
お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。

KH195T-4S

KH50000
-003



コバシローターの使用目的・使用範囲
このコバシローターは水田・畑の耕うん・砕土整地用の作業機です。

使用目的以外の作業や改造などは、決して行なわないでください。

はじめに
このたびはコバシローターをお買いあげいただきましてありがとうございました。

この取扱説明書は、コバシローターの性能を十分に発揮させ、より安全で快適な農作業をしていただく

ためにも、ご使用前によくお読みいただき、正しい取扱いをしてくださるようお願いいたします。

又、コバシローターを他の人に貸出しされる場合には、この取扱説明書も併せて貸出していただき、正し

い取扱いをしていただくようにご指導をお願いいたします。

なお、本製品については、不断の研究成果を新しい技術としてただちに製品に取り入れておりますので、

お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますが、あらかじめご了承ください。

　危険…

　警告…

　注意…

◎安全な作業をしていただくためには、まず機械の使い方を十分理解し、正しい取扱いを

することが基本となります。

◎この取扱説明書では、特に、重要と考えられる取扱い上の注意事項について、次のよう

に表示しています。

　必ずお読みいただいて事故のない安全な作業をしてください。

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを

示します。

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるもの

を示します。

その警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れがあるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、機械の損傷を起こす恐れの

ある操作を示します。
取扱い上の注意…

安全作業のポイント
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取扱説明書をよく読み、機械の使い方をよく

覚えてからご使用ください。

トラクタの取扱説明書もあわせてよくお読み

ください。

機械の操作を知らずに使用するとたいへん危

険です。

取扱説明書は、いつでも読めるように、機械

と一緒に大切に保管してください。

機械を他人に貸出しされる場合は、取扱説明

書も併せて貸出していただき、正しい取扱い

をしていただくように、指導してください。

はじめに1
1-1

1-2

1-3

服装には注意を払いましょう

作業中の服装は、ヘルメット、丈夫な手袋、

すべらない靴、キチンとした作業服を着用し

てください。だぶついたズボンや上着など、

回転部分に巻き込まれやすい服装は、たいへ

ん危険です。ボタンもキチンととめましょう。

1-5

次のような状態では運転しないでください。

①　飲酒運転

②　いねむり運転

③　病気や薬物の作用で正常な運転ができな

　　いとき

④　若年者

⑤　妊娠中の方

機械の操作に十分熟練し、必要な運転免許証

を携帯し、心身ともに健康な状態で運転して

ください。

1-6

共同作業者がある場合は、動作ごとに合図を

徹底しましょう。

使用目的以外の作業や、機械の改造は事故の

発生、又は、機械の故障の原因となりますの

で、決してしないでください。

1-7

1-8

適応トラクタ以外への装着の禁止

主要諸元表に適応トラクタ馬力を表示してい

ますので熟読の上、適応馬力内のトラクタに

装着してください。特にトラクタ馬力が小さ

い場合はトラクタとの重量バランスが悪くな

り事故の原因となります。

1-4

安全に作業するために
安全に作業していただくために次のことを守ってください。
もし怠ると…傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります。

安
全
頁
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機械の点検を

各部のボルト、ナットなどのゆるみや、ピン

の脱落がないか確認してください。作業中に

ボルト、ナット、ピンなどが外れますと、作

業機やトラクタの破損の原因及び事故の原因

となります。

作業の前に2
2-1

ジョイントをはじめ、作業機のセフティカバ

ー防護カバー類は必ず取付けてください。

防護カバー類の取付け4
4-1

作業機とトラクタとのバランスの確認

作業機を装着すると機体の長さや幅が大きく

なり、重量バランスが変わります。確認の上

トラクタの前輪に20％以上のウエイトがかか

るように、フロントウエイトを取付けてくだ

さい。なお、作業機に泥が付着して、重たく

なる場合もありますので注意してください。

又、アタッチメント等を取付けて使用される

場合もバランスの確認を行い、フロントウエ

イトを取付けてください。

装着時の前後バランスの確認5
5-1

作業機の着脱及び調整は、平坦で十分な広さ

があり地盤のしっかりした場所で行いましょ

う。特に夜間の作業機の着脱は、安全で適切

な照明を用いる等、安全に留意して行ってく

ださい。

トラクタを移動して作業機を装着する場合に

は、トラクタと作業機の間に人が入らないよ

うに注意してください。

トラクタへの着脱3
3-1

3-2

トラクタと作業機の着脱に際しては、いつで

も逃げられる安全な態勢で操作し、このとき

トラクタは必ずブレーキで止めておいてくだ

さい。

二人以上で着脱を行う場合は、互いに合図し

あいましょう。

ジョイントのノックピンが確実にPTO軸溝に、

又、作業機入力軸溝にはまったか確認してく

ださい。

3-3

3-4

3-5

取付各部のトメピンが全て確実に装着されて

いるか確認してください。

3-6

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります
安
全
頁
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作業機に他のアタッチメントを取付ける場合

は、事前に必ずアタッチメントの取扱説明書

を良く読んでください。

5-2

トラクタ・作業機には運転者以外の人を乗せ

ないでください。

7-2

左右のブレーキペダルを連結して走行してく

ださい。

7-3

作業機の回転を止めて走行してください。

作業機の落下防止装置を必ず使用して走行し

てください。

必要以上の高速運転、急発進、急ブレーキ、

急旋回をしないでください。

旋回するときは、作業機に人や物が接触しな

いように注意してください。

7-4
7-5

7-6

7-7

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります

積み・降ろしの場所は平坦で安全なところを

選びましょう。

すべり止めをした丈夫なアユミ板を確実に固

定してください。傾斜角度、平行度を確認し

てください。

トラックは移動しないようにしっかりと車の

サイドブレーキをかけてください。

トラクタの左右のブレーキペダルを連結し、

脱輪しないように注意してください。又、途

中でクラッチを切ったり、変速を中立にしな

いでください。低速で積み・降ろしをしてく

ださい。

作業機を装着しての積み・降ろしはトラクタ

の重量バランスが変わります。泥の付着等も

あり、十分注意して行ってください。

トラックへの積み・降ろし6
6-1

6-2

6-3

6-4

6-5

トラクタは作業機を装着して公道を走行でき

ません。

（道路運送車両の保安基準）

作業機を装着して走行すると、他の車や電柱

などに引っかけて事故の原因になります。

一般走行7
7-1

折りたためる作業機は折りたたみ、エクステ

ンションエプロンもたたみ、トラックの荷台

よりはみ出さないように注意し、強度が十分

あるロープで確実に固定してください。

6-6

安
全
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作業機は左右がトラクタの機体幅より広いた

め、走行時は十分注意してください。移動時

は作業機の折りたためる箇所は折りたたみ走

行してください。又、スタンドがついている

場合も必ず外してください。

路肩に草が茂っている所を走行するときは特

に路肩の強度に気を付けてください。

7-8

7-9

坂道では、クラッチを切ったり、変速を中

立にしないでください。

坂道では、スピードを落とし、低速で走行

してください。

坂道では、エンジンブレーキを使用し、急

ブレーキをかけないでください。

7-10

7-11

7-12

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります

圃場に入るときは、必ず前進で速度を下げて、

うねや段差に対して直角に進んでください。

圃場から出るときは、傾斜しているうねはバ

ックで上るか、又は丈夫なアユミ板を使用し

てください。

圃場への出入り8
8-1

8-2

うねや段差に対して斜め方向に進むと、横滑

りや転倒する危険があります。作業機を低く

して重心を下げ、直角に進めてください。

8-3

いねむり運転、わき見運転をしないようにあ

らかじめ体調を整えてください。

回転部分等、動く所には触れないでください。

作業中は、まわりに人を近寄らせないでくだ

さい。特に子供には十分注意してください。

補助作業者がある場合は、動作ごとに合図を

かわしてください。

運転者が運転位置をはなれて作業機を調整す

る場合、又、爪軸等への草やワラのからみ付

きを取りのぞく場合等は、必ずトラクタの駐

車ブレーキをかけ、又、エンジンを停止し、

かつ、PTO軸への動力の伝導が絶たれている

ことを確認した上で行ってください。

作業をしているとき9
9-1

9-2
9-3

9-4

安
全
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作業機の下にもぐったり、足をふみこんだり

しないでください。

9-5

作業機のカバーは、土礫が飛散しないように

調節してください。

9-6

ぬかるみにはまっても作業機は絶対に外さな

いで、他の車に引き上げてもらってください。

牽引点は低くしてください。

9-7

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります

作業機の点検を行うときは、トラクタの駐

車ブレーキをかけ、又、エンジンを停止し、

かつ、PTO軸への動力の伝導が絶たれてい

ることを確認した上で行ってください。又、

油圧ロックも必ず行ってください。

作業中の点検10
10-1

平らな場所に止めてから、作業機を降ろし

てエンジンを止め、駐車ブレーキをかけて

ください。

傾斜地に止める場合は、タイヤに必ず車止

めをしてください。

トラクタを止めるとき11
11-1

11-2

作業機指定のPTO回転数を守ってください。

低速回転用の作業機を高速回転で使用する

と作業機が異常作動し危険です。

トラクタのエンジン始動時は、作業機が下

がっていることを確認してください。

作業機が不意に下がることもあり危険です。

その他12
12-1

12-2

点検のために外した防護カバーは、必ず元

の通りに取付けてください。

10-2

ラジエーター、マフラーは高温になります

ので、ヤケドに注意してください。

点検整備に必要な工具類は、適切な管理を

行い、正しい使用をしてください。

10-3

10-4

安
全
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安
全
頁

いつも汚れや泥をとり警告がハッキリと見えるようにしてください。

安全ラベルが損傷したり破損した時は、新しいものと交換してください。

安全ラベルを貼ってある部品を交換した時は、必ず新しい部品に、取外した部品と同

じ場所に安全ラベルを貼ってください。

コバシローターには、次の安全ラベルが貼ってあります。よくお読みになって、理解した

上で作業してください。

安全ラベルの取扱い

1

2

3

6
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8

サービスと保証について

補修用部品の供給年限について
この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打切り後９年といた
します。
従いまして、その後のご注文に対しては、在庫限りの供給とさせていた
だきますので、ご了解賜りますようよろしくお願い申し上げます。

純正部品を使いましょう
補修用部品は、安心してご使用いただける純正部品をお買求めください。
市販類似品をお使いになりますと、機械の不調や、機械の寿命を短くす
る原因になります。

製造機械番号

保証書について
コバシローターには保証書が添付してあります。保証書はお客様が保証修理を受けられる際に必要とな
るものです。保証内容は保証書をご覧ください。お読みになった後は大切に保管してください。

アフターサービスについて
機械の調子が悪いときに点検、処置してもなお不具合があるときには、下記の点を明確にして、お買
い上げ頂いた販売店、農協、弊社営業所までご連絡ください。
　その際

●機械の型式名と製造機械番号
●ご使用状況（作業速度、回転速度はいくらで、どんな作業をしていたときに）
●どのくらい使用されましたか（約○○アール・約○○時間使用後）
●不具合が発生したときの状況を、できるだけ詳しくお教えください。

1

2



9

各 部 の 名 称

サイドカバー

オートヒッチアーム

エクステンションカバー

ホイルゲージL
ジョイント（4S用）ホイルゲージR

エクステンションカバー

コンプレッションロッド

コンプレッションブラケット

トップマスト

マストステー

ホイルゲージR

エクステンションエプロンL

エプロン シールドカバー

エクステンションエプロンR

　　前ゲージ輪タイプ（KH-T）1
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ツールバー

ストッパーレバー 調整ネジ 調整ハンドル

トップマスト

マストステー

マストステー

尾輪 リヤーヒッチ

コンプレッションブラケット コンプレッションロッド

リヤーヒッチ

　　尾輪タイプ（KH-RT）2



ロータリーの組立
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①　トップマスト・マストステーの取付け
1）トップマストをクドウケースにM14 × 90
のボルトで取付けてください。

2）マストステーをM14 × 105 のボルトでヒッ
チブラケットに取付けてください。（2本）

3）トップマストとマストステーをM14 × 110
のボルトで取付けてください。

上記のボルト 4本をメガネレンチで強く締め
付けてください。

　１.  開梱
	 ロータリーは木枠梱包されていますので開

梱してください。

　2.  下記の部品が本体と分かれていますので、
組付けてください。

②　コンプレッションロッドの取付け
1）フレームパイプに仮止めしているM12×35の
ボルト2本を使用し、コンプレッションブラケッ
トを取付け、締め付けてください。

2）コンプレッションロッドをエプロンにピン
で取付けてから、コンプレッションブラケッ
トのU金具に取付けてください。

③　ホイルケージの取付け
1）ロータリーの前側をあげ、ホイルケージを
ホイルゲージ取付用ボックスに下から通し
て、ホイルピンで固定してください。

M14×90

M14×105 マストステー

トップマスト M14×110

ボルトM12×35
コンプレッションブラケット

コンプレッションロッド

U金具エプロン

　　前ゲージ輪タイプ（KH-T）1

注意

木枠梱包には、スクリュウクギが使用され
ています。クギの踏み抜きなどないように
注意して開梱してください。

部　品　名 数量 摘　　要

トップマスト

マストステー

コンプレッションブラケット

コンプレッションロッド

ホイルゲージL/R

ジョイント

オートヒッチアーム

エクステンション
エプロンL/R

1

2

2

2

各 1

1 ４S、３Sのみ

1 ４S、３Sのみ

各 1
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ホイルピン グリップ

スクレーバー ホイルゲージ

ホイルゲージは、左右がありますので
スクレーバーがロータリー後方にくる
ように、トラクタのタイヤ巾にあわせ
て取付けてください。

2）仮止めしているグリップをはずし、ホイル
アームの上穴に取付け締め付けてください。

④　エクステンションエプロンの取付け
エプロンに仮止めしているM10 × 25 ボルト
でエプロンの両端に取付てください。

　１.  開梱
	 ロータリーは木枠梱包されていますので開

梱してください。

　　尾輪タイプ（KH-RT）2

注意

木枠梱包には、スクリュウクギが使用され
ています。クギの踏み抜きなどないように
注意して開梱してください。

部　品　名 数量

トップマストASSY

マストステー

コンプレッションブラケット

コンプレッションロッド

リヤーヒッチ

ツールバー

ホイルゲージL/R

エクステンション
エプロンL/R

1

2

2

2

1

1

調整ネジASSY付

各 1

ジョイント 1 ４S、３Sのみ

オートヒッチアーム 1 ４S、３Sのみ

各 1

　2.  下記の部品が本体と分かれていますので、
組付けてください。

摘　　要

ボルト
M14×110トップマストボルトM14×90

ボルトM14×105 マストステー

①　トップマスト・マストステーの取付け
1）トップマストをクドウケースにM14 × 90
のボルトで取付けてください。

2）マストステーをM14 × 105 のボルトでヒッ
チブラケットに取付けてください。（2本）

3）トップマストとマストステーをM14 × 110
のボルトで取付けてください。

上記のボルト 4本をメガネレンチで強く締め
付けてください。
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②　コンプレッションロッドの取付け
1）フレームパイプに仮止めしているM12×45の
ボルト2本を使用し、コンプレッションブラケッ
トを取付け、締め付けてください。

2）コンプレッションロッドをエプロンにピン
で取付けてから、コンプレッションブラケッ
トのU金具に取付けてください。

U金具

③　ホイルケージの取付け
1）リヤーヒッチをリヤーヒッチブラケットに
ピンで取付けてください。

2）リヤーヒッチと調整ネジASSYをピンで取
付てください。

3）ツールバーをリヤーヒッチに差し込み、ピ
ンで取付けてください。

4）ツールバーの両端のホイルゲージ取付パイ
プにホイルゲージを差し込みピンで固定し
てください。ホイルゲージは左右がありま
すので、スクレーパーが外側に来るように
取付けてください。

④　エクステンションエプロンの取付け
エプロンに仮止めしているM10 × 25 ボルト
でエプロンの両端に取付けてください。



ジョイントの取付準備
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取扱い上の注意
	 長すぎるジョイントを装着しますとトラ
クタのPTO軸と作業機の入力軸を突き破
損させます。又、短かすぎますと、ジョイ
ントのカミ合わせが不足して、チューブが
破損します。

　　　　標準のジョイントがトラクタによっては、
長い場合があります。トラクタ別装着表（P.34 〜）
を参照の上、切断長さを確認の上、チューブとセ
フティカバーのオス側メス側を切断してください。

　　切断方法1

　１.  長い分だけセフティーカバーをオス、メス
両方切りとります。

　２.  切りとったセフティカバーと同じ長さで
チューブをオス、メス両方切断します。

　３.  切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、切り
粉を取除きグリスを塗布して、オス、メス
を組みあわせます。

　４.  ジョイント切断時にセフティカバーを取外
した場合は、必ずジョイントに外したセフ
ティカバーを取付けてください。

　　取付方法2

　１.  ジョイントのノックピンを押しながら軸に
挿入、軸の溝にノックピンをはめ込み抜け
止めをします。ノックピンが正確に軸溝に
はまっているか確認してください。

	 ピンの「頭が 10mm 以上」でているか、ト
ラクタ側と作業機側のノックピンを確認し
てください。

お願い
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10mm以上出ている
のが正常です

トラクターPTO軸側 作業機入力軸側

　　長さの確認3

　１.  トラクタの 3点リンクにオートヒッチを取
付け、トップリンクの長さを指定の長さに
調節してください。

	 （3 セットの場合は、作業機を装着してから
次の確認を行います。）

　２.  油圧をいっぱいに下げて、4セットジョイ
ントをセットしてください。

　３.  徐々に油圧を上げて、ジョイントが縮んだ
状態でも、軸を突き上げないことを確認し
てください。

　４.  油圧を上下してカバーのスキマを確認して
ください。

　５.  ジョイントセフティカバーのチェンを固定
し、回り止めをします。この時油圧をいっ
ぱい下げてもチェンが緊張しないようにた
るみを持たせてください。

最伸時80mm以上の重なり

最縮時25mm以上の間隔

　　入力軸セフティカバーの取付け4

危険

セフティカバーを取外して使用すると、死
傷することがありますので、必ず取付けた
ままで使用してください。

セフティカバー 入力軸

　２.  広角ジョイントの取付方法
	 3 セットの時に、広角ジョイントを取付け

る場合には、必ず、広角側をトラクタPTO
軸に取付けてください。

チェン



トラクタへの装着
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　　装着前の準備1

　１.  トラクタの準備
	 本機の装着方法は標準 3点リンク式のヒッ

チです。もしトラクタに特殊 3点リンク式
のロータリーを装着されている場合は、トッ
プリンクブラケットを外し、トップリンク
を標準 3点リンク用の長いトップリンクと
付け替えてください。又、ドローバーがジョ
イントに干渉する場合は、ドローバーの位
置を変えるか取外しをしてください。

	 取付位置は、本書のトラクタ別装着寸法表
34 〜 46 ページを参照の上、トップリンク
長さやリフトロッド位置を確認、取付けて
ください。

　２.  オートヒッチの準備
4 セットで使用する場合は、オートヒッチ
にジョイントをセットするサポートプレー
ト、及び、ボルトが確実に取付けてあるこ
とを確認してください。
3セットの場合はサポートプレート、ボル
トがないことを確認してください。

リフトロッド

アローリンク左 アローリンク右

トップリンク

注意
トラクタの駐車ブレーキをかけ、エンジンを
停止し、PTO軸への動力が切れていることを
確認してから作業してください。

作業機入力軸側

　３.  オートヒッチの取付け

①　トラクタのポジションコントロールレバーを
下げ、ロアーリンクをいっぱいまでさげます。
トラクタの PTO軸にジョイントの広角側を
取付け、作業機入力軸側は地面に置いてくだ
さい。

②　オートヒッチを、トラクタのトップリンクに
取付けます。トップリンクピンはトラクタの
付属品を使用してください。

オートヒッチ

サポートプレート ボルト

TCジョイントの場合

KUCジョイントの場合
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注意
装着が終わりましたら、各部のトメピンやトッ
プリンクピンの抜け止めが確実になされてい
ることを確認してください。

③　左右のロアーリンクにオートヒッチのロアー
リンクピンを取付けてください。トラクタの
3点リンク規格により、内側セットと外側セッ
トがありますので規格に合わせてセットして
ください。

JIS	0形…内側セット

④　トラクタの PTO軸にジョイントの広角側を
取付けます。

⑤　ジョイントのラベル面を上にし、手でジョイ
ントを折り曲げ、軸の細い部分からサポート
プレートの長穴にセットしてください。（4
セットのみ）

⑦　チェックチェンを張ってオートヒッチをトラ
クタの中心に合わせてください。また、ロアー
リンクの左右の高さも均等にしてください。

⑥　ジョイントセフティカバーのチェンを固定
し、回り止めをしてください。

ロアーリンク サポートプレート（4Sのみ）

オートヒッチ

JIS	Ⅰ形…外側セット

ロアーリンクピン（Ⅰ形）

ロアーリンクピン（0形）

トップリンク サポートプレート

チェン

チェックチェン
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注意
１.	平坦で十分な広さがあり地盤のしっかり
した場所で行ってください。

２.	夜間の場合は適切な照明を用いてください。
３.	トラクタと作業機の間には人が入らない
よう注意してください。

４.	二人作業の場合は互いに合図しあって作
業してください。

　　トラクタへの装着2

　１.  作業機の装着姿勢にします
作業機の入力軸が地面に対して前傾するよう
にホイルゲージの位置を調整してください。
KH165T、195T の場合はホイルピンの差し
かえにより、前傾させてください。
KH165RT、195RT の場合は、調整ハンド
ルをまわし、前傾させてください。

前ゲージ輪タイプ（KH-T）

尾輪タイプ（KH-RT）

ホイルピン ホイルゲージ

調整ハンドル

注意

尾輪タイプ（KH-RT）の時、作業機を前傾し
すぎますと、倒れてけがをするおそれがあり
ますので、倒れないように、調整を注意して
行ってください。

2.  オートヒッチフックのロック解除

	 装着前に、ロックピンを引いて、イラストのよう
にロックが解除される位置へセットしてください。

	 レバーをトラクタ側に倒し、フックが開いた状
態にしてください。

注意
レバーを倒した状態にしたまま、油圧を上下
しますとレバーとトラクタが干渉する場合が
ありますので、干渉に注意して装着を行って
ください。
干渉する場合は、干渉しない位置まで下げて
からレバーを操作してください。
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　４.  フックを合わせてリフトアップ
ポジションコントロールレバーを「上げる」
にして、作業機をゆっくりとリフトアップ
すると、オートヒッチのロアーフックとジョ
イントのクラッチ部は自動的に接続、ロッ
クされます。ジョイントが噛み合わなかっ
たりした場合は、ポジションコントロール
レバーを下げて一度前進、再度最初からや
り直してください。

5. フックを閉じてロック
	 オートヒッチアームのフック部に作業機のガイ
ドカラーが両方とも入っていることを確認して
から、オートヒッチアームのレバーを作業機側
に倒してフックを閉じます。

	 レバーについているロックピンをイラストのよ
うにオートヒッチアームのロックプレートの穴
に挿入して、不用意に作業機が外れないように
確実にロックしてください。

注意
作業が終わって作業機を取り外すまでは、オー
トヒッチレバーには絶対に手を触れないでく
ださい。ロックが解除し作業機が外れます。

　６.  広角ジョイントの取付方法
3 セットの時に、広角ジョイントを取付け
る場合は、必ず広角側をトラクタ PTO軸
に取付てください。

トラクターPTO軸側 作業機入力軸側

マスト

　３.  取付け
・バックしてヒッチを合わせる
トラクタの PTOの変速はニュートラルに
しておいてください。
オートヒッチを下げて、トラクタをゆっく
り作業機に近づけ、作業機のマスト先端と
オートヒッチのトップを合わせます。この
時トラクタと作業機が直角になるようにし
てください。
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ジョイントセフティカバーのチェンを固定
し、回り止めをします。この時作業機をいっ
ぱい下げてもチェンが緊張しないようにた
るみを持たせてください。

セフティカバー

危険
セフティカバーを取外して使用すると、死傷
することがありますので、必ず取付けたまま
で使用してください。

　７.  スタンドは取外してください。

取扱い上の注意
１.	最初の装着時には、作業機をゆっくり上げ
ながら、トラクタと作業機が干渉しないか
確認してください。特に、キャビン付きト
ラクタの場合には、背面のカラスを割らな
いように注意してください。

２.	トラクタのよっては、スイッチ一つで自動
で最上部まで上昇する機構がありますが、
必ず手動で干渉の有無を確認してから使
用してください。又、作業機が勢いよく上
がるため 10cm 以上の余裕を持って上げ規
制をしてください。

３.	ポジションコントロールレバーを徐々に
上げてジョイントが一番縮んだ状態でも
ジョイントが突かないことを確認してく
ださい。

４.	トップリンクやロアーリンクの取付位置、
及びリフトロッドやトップリンクの長さ
を変えた場合にも干渉の有無を確認して
ください。

５.	左右の水平調節についても注意してくだ
さい。

　　装着後のトラクタとの調整3

　１.  チェックチェンの調整（左右の振れ）
作業機を持ち上げた状態で、作業機の入力
軸とトラクタの PTO軸を合わせて、左右
の横振れを確認して、横振れが 10mm 以内
になるように、左右均等にチェックチェン
を張ってください。

　２.  トップリンクの調整（前後の傾き）
トップリンクは、トラクタ別装着寸法表（34
ページ〜）を参照してください。寸法表にな
い場合は、作業機を地面に接地させた状態
にして、横から見て作業機の入力軸が前傾
15°ぐらいになるように、トップリンクを調
整してください。

注意
トップリンクの調整は、作業機を接地させて
行ってください。トップリンクが抜けて作業
機が落下することがあり、危険です。

　３.  リフトロッドの調整（左右の水平）
作業機を持ち上げ、後方より見て左右が水
平になるように、トラクタのレベルリング
ハンドル、又は、油圧スイッチを操作し、
調整してください。

　４.  ジョイントの異音について
ジョイントと作業機の入力軸とが直線に近
いほど異音は少なくなります。

取扱い上の注意
作業機を最上位置に上げた状態で回転させま
すと、異音が発生し、ジョイントに無理がか
かり損傷の原因になります。回転しても、振
動や、音がでない位置にポジションコントロー
ルレバーのストッパーをセットしてください。
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　３.  作業機を下げる
ポジションコントロールレバーを「下げる」
にして、作業機を下げるとロアーフック部
は外れます。次にポジションコントロール
レバーを下げながらトラクタをゆっくり前
進させると作業機は外れます。

		◆	はずれない場合は、場所が平坦でないとか、
トラクタがまっすぐ前進していないなどの
原因がありますので、再度動作をやり直し
てください。

　　トラクタからの取外し4

　１.  ホイルゲージの調整
作業機を装着時と同じ状態にホイルゲージ
で調整してください。

注意

作業機を取外す場合は、平坦で地盤のしっか
りした所で、装着のためのスペースが十分と
れるところで行ってください。

ホイルピン ホイルゲージ

　2.  オートヒッチフックのロック解除

作業機をリフトアップしてから、ロックピン
を引いて、イラストのようにロックが解除さ
れる位置へセットしてください。
レバーをトラクタ側に倒し、フックが開いた
状態にしてください。
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作業前の点検
作業機の正常な機能を発揮させるため、又、故障
を未然に防ぐには、機械の状態をいつもよく知っ
ておくことが大切です。下記の始業点検は毎日欠
かさず行ってください。

注意

１.	点検は平坦で十分な広さがあり地盤の
しっかりした場所で行ってください。

２.	トラクタのエンジンを止め、駐車ブレーキ
をかけてから行ってください。

３.	作業機は地面におろしてから行ってくだ
さい。作業機を持ち上げた状態で点検する
必要がある場合は、油圧をロックし、落下
防止をするとともに、台などを耕うん軸の
下に置き、作業機が絶対落下しないように
してから行ってください。

　　各部のボルト・ナットのゆるみ1

リング

ロック

各部のボルト・ナット類に緩みはないか、増し
締めしながら点検してください。特に耕うん爪
取付ボルトは緩み易いので点検が必要です。
尚、新品の場合は使用 1時間で点検を行って
ください。
又、ピン類も全てそろっていることを確認して
ください。又、リンチピンのリングが確実に
ロックされていることを確認してください。
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　　ジョイントへのグリスアップ2

　　クドウケースのオイル量3

点検するときは、ロータリーをトラクタに装着し
たまま、水平な地面において行ってください。

グリスニップル

グリスニップル
グリスニップル

グリスニップル

グリスニップル

チューブ

スプライン

チューブ

チューブ

クドウケース 給油口

検油プラグ

排油プラグ

　　ジョイントのノックピン4

ノックピンが正確に軸溝にはまっているか確
認してください。ピンの「頭が 10mm 以上」
出ているか、トラクタ側、作業側のノックピン
を確認してください。

　　空転、暖機運転5

作業前には空転させ、各部より異音が発生して
いないか確認してください。又、暖機運転を 5
〜 10 分行ってください。

10mm以上出ている
のが正常です

ジョイントの各部にグリスアップしてくださ
い。
①グリスニップル
②スプライン

検油プラグを外してオイルが出るか確認して
ください。
出ない場合は補給が必要です。（＃90　2.2L）
  検油プラグ以上にはオイルを入れないでください。
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移動、圃場への出入り

警告

１.	移動の際は、作業機を持ち上げ、油圧ロッ
クをし、作業機の回転を止めてください。
又、チェックチェンも確実に張れているか
確認してください。

２.	トラックへの積み込み、坂の登りに、トラ
クタの前輪が浮き上がるとハンドルが利
かず危険です。フロントウエイトを着けて
作業機を下げて登ってください。

３.	前後、左右に気をくばり、安全を確認しな
がら走行してください。高速運転、急発進、
急ブレーキ、急旋回はしないでください。

４.	圃場に入るときは、必ず前進で速度を下げ
て、畦や段差に対して直角に進んでくださ
い。畦畔が高い時は、丈夫で滑り止めのあ
るアユミ板を使用し、傾斜角が 14 度以下
になるようにしてください。



25

上手な作業の仕方

25

注意

１.	運転中は危険ですから、トラクタ及び作業
機の周囲には、補助作業者や、他の人を絶
対に近づけないようにしてください。

２.	作業機を調節、整備する場合や、爪軸等へ
の草、ワラのからみ付きを取り除く場合
は、必ずトラクタの駐車ブレーキをかけ、
エンジンを停止し、PTO軸への動力の伝
達が切れていることを確認した上で行っ
てください。

３.	畦畔の近くでの作業は、作業機を畦に引っ
かけないように、ゆっくりと注意して行っ
てください。

４.	傾斜地での急旋回は転倒の危険がありま
す。ゆっくりと注意して行ってください。

　　適正作業速度と耕うん軸回転数1

作業目的と土地条件に合わせて、トラクタの作
業速度と耕うん軸回転数をきめてください。下
図は作業のめやすとして参考にしてください。

取扱い上の注意
１.	逆転での作業はしないでください。
２.	土地条件に応じた作業速度、PTO軸回転
数、深さを選んでください。尚、石の多い
圃場では、作業速度は遅くし、PTO軸回
転数も下げて使用してください。

５４０ １６６

１８５

２１６

２４７

２７７

３０８

３３９

３７０

６００

７００

８００

９００

１０００

１１００

１２００

トラクタ、PTO軸
回　　　転　　　数

耕うん軸回転数
（r.p.m）

耕うん軸回転数

　　作業深さの調整2

ホイルピン

ホイルゲージ

　１.  前ゲージ輪タイプ（KH-T）
ホイルゲージを上下させて希望の耕深を選
びます。調節はホイルピンをブラケットの
上下 2 個の穴に差し替えることにより、
1.5cm 間隔で耕深を調整できます。
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調整ハンドル

バネＲピン

コンプレッションロッド

Rピン

　　エプロンの調整3

エプロンを調整することにより、使用目的
に応じたロータリーの性能（仕上がり精度、
砕土、反転）を発揮することができます。

　１.  一般耕うん
下側の Rピンを最下部に差して、下側のバ
ネをフリーにします。

　２.  砕土耕うん
下側のバネをきかせ、エプロンの押さえを
強くするように下側のRピンを差してくだ
さい。

　３.  一般耕うん
石の多い圃場、湿田、粘土質圃場は、下側
のピンを抜き、バネをフリーにし、エプロ
ンを少し上げた状態での作業の方が、土は
けが良く所要馬力も少なくなります。

　２.  尾輪タイプ（KT-RT）
ホイルゲージを上下させて、希望の耕深を
選びます。調節は耕深調整ハンドルと、ホ
イルゲージの調節穴（4cm 間隔）にピンを差
し換えることにより、調節できます。

　　あぜ際耕うんのしかた4

（1）	ホイルゲージを畦畔に乗せる前に、ロータ
リーを持ち上げた状態で畦畔処理レバーを
下へおろします。

（2）	ホイルゲージが畦畔に乗るようにトラクタ
をバックさせます。

（3）	ポジションコントロールレバーを操作して
ロータリーを下げます。

（4）	このときホイルゲージは解除されています
から、ポジションコントロールであらかじ
め耕深を定めておき、その位置までポジ
ションコントロールレバーを下げ、耕うん
をはじめます。

（5）	ホイルゲージが畦から圃場に降りるまで耕
うんし、圃場に降りたとき停止します。

（6）	ポジションコントロールを少し「上げ」に
するとホイルゲージは解除状態から固定状
態に自動的に切替ります。

（7）	次に、ポジションコントロールレバーを下
げれば元の耕深状態となりますので、その
まま耕うんを続けてください。

尾輪解除レバー

 尾輪タイプ（KH-RT）
このロータリーには残耕をできるだけ少なく
するために、畦畔処置装置が付いています。
簡単な取扱いで畦畔まで耕うんできる機構で
す。次の取扱い要領に従って、正しく使用して
ください。
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　　圃場の回り方5

一般的に行われている隣接耕うんです。参考に
してください。あぜ際耕うんにおいては、作業
機後方より見て右側があぜ際になる方向で
行ってください。



耕うん爪の取付け
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規　格 型　式 KH165 KH195

耕		

う		

ん		

爪

ボ
ル
ト

取
付

　　耕うん爪及び取付けボルト本数1

　　耕うん爪の取付方法2

Z2525

B45Q
（偏心爪）

M10 × 30　P1.25
（8 Ｔ）

R 18 21

18 21

1 1

1 1

38 44

L

R

L

注意

１.	平坦で十分な広さがあり地盤のしっか
りした所で行ってください。

２.	トラクタの駐車ブレーキをかけ、エン
ジンを停止して、油圧ロックを行い、
かつ、台などを作業機の下に置き、作
業機が落下しないようにしてから行っ
てください。

３.	エプロンをしっかりと固定して落下し
ないようにしてから行ってください。

４.	ボルト、ナットを緩めたり、締め付け
る場合は、メガネレンチが確実に入っ
た状態で作業してください。

５.	作業は丈夫な手袋を着用して行ってく
ださい。

爪を押さえてこの
すき間をなくす

メガネレンチ

　　傾斜軸の爪取付けの配列方法3

まず最初に偏心爪B45QR、B45QLを大きい爪
ホルダーに取付けてください。その後下図を参
考にZB11R、ZB11 Ｌを残りの小さいホルダー
に取付けてください。

		◆	爪の交換は、一度に全部外して交換するの
ではなく、一本ずづはずして同じ形状刻印
の爪を取り付けていくと、配列の誤りはな
くなります。

		◆	爪が摩耗してきますと、作業状態が悪く
なってきます。早めにコバシ純正爪と交換
してください。

　１.  耕うん爪は必ず下図の向きにつけてくださ
い。

　２.  爪ボルトは一部入らない個所、および傾斜
軸部を除いて、すべて下図のようにボルト
六角頭を耕うん軸ホルダーの六角穴に合わ
せて入れてください。
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　　傾斜軸爪取付時の注意4

傾斜軸部は必ずボルトを外側（丸穴）より挿入
してください。
		※	内側から挿入するとゆるみ発生の場合、
ケースを傷める事があります。

　　耕うん爪の配列5

　１.  KH165
①平面耕（×印は爪をつけないホルダーを示す）

②内盛耕（×印は爪をつけないホルダーを示す）
中央の傾斜軸部を除いて、爪はすべて内向きに
なるよう取付けてください。
エプロンをあげて、エプロンが耕うんした土壌
にあたらないようにしてください。

③外盛耕（×印は爪をつけないホルダーを示す）
中央の傾斜軸及び両端の爪をのぞいてすべて
外向きになるよう取付けてください。
エプロンをあげて、エプロンが耕うんした土壌
にあたらないようにしてください。

　２.  KH195
①平面耕（×印は爪をつけないホルダーを示す）

②内盛耕（×印は爪をつけないホルダーを示す）
中央の傾斜軸を除いて、爪はすべて内向きにな
るよう取付けてください。
エプロンをあげて、エプロンが耕うんした土壌
にあたらないようにしてください。



保守・点検
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③外盛耕（×印は爪をつけないホルダーを示す）
中央の傾斜軸及び両端の爪を除いてすべて外
向きになるよう取付けてください。
エプロンをあげて、エプロンが耕うんした土壌
にあたらないようにしてください。

取扱い上の注意
１.	爪の配列を誤りますと、異常な振動が発生
したり、又、仕上がりが悪くなったりしま
すので注意してください。

２.	爪はしっかりと締め付けてください。新し
く交換した場合は、緩みやすいので作業 1
時間で増し締めをしてください。

機械を長持ちさせるためには、普段の保守、点検
が大切です。

注意
	 トラクタの駐車ブレーキをかけ、エンジン
を停止して、油圧ロックを行い、かつ、台
などを作業機の下に置き、作業機が落下し
ないようにしてから行ってください。

　１.  作業終了後は、きれいに水洗いを行い、水
分を拭き取っておいてください。

　２.  グリスの給油
		①	ジョイントは分解して、スリーブのかみ合
い部分にグリスを塗布してください。又、
同時にグリスニップルの部分にも適量注入
してください。

		②	トラクタの PTO軸と作業機の入力軸へも
グリスを塗布し、格納する場合はキャップ
をかぶせて、サビないようにしてください。

チューブ

注意
	 機械を損傷させないように洗車ノズルは拡
散にし、2m 以上離して洗車してください。
もし、直射や不適切に近距離から洗車する
と機械の破損・損傷・故障や事故の原因に
なります。

	 例	 １）シール・ラベルの剥がれ
　　	 ２）樹脂類（カバーなど）の破損
　　	 ３）塗装・メッキ皮膜の剥がれ

（高圧洗車機）
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入力軸

ジョイントスプライン部

グリスニップル

　３.  給油と交換
	 下記の基準で実施してください。

点検項目

クドウ
ケース

ギヤーオイル
＃90 2.2L 50時間 150

時間毎

種類 オイル
量 １回目 ２回目

交換時間

給油口

クドウケース

ジョイントスプライン部

4セットジョイント

		③	オートヒッチの各支点部分にオイルを適量
塗布してください。

		④	ホイルゲージへのグリース注入
	 ホイルゲージのグリスニップルに注入して
ください。尾輪タイプ（KH-RT）

		①	クドウケースのオイル交換の仕方
	 ドレンボルトを外してオイルを出します。
オイルが抜けたら、ドレンボルトをしっか
りと締め付けてください。ゴムパッキンに
変形や損傷がある場合は速やかに交換して
ください。ギャーオイルを給油口から規定
量（2.2 リットル）入れてください。

取扱い上の注意
	 特に 4 セットジョイントの場合は、スプラ
イン部がサビたり、キズついたりしますと、
装着ができなくなりますので、必ず掃除を
行いグリスを塗布しゴミがかからないよう
にしてください。
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　４.  オイルシールの組み替え
整備などの目的でチェンケース等を分解さ
れる場合は、必ず新しいオイルシール、ゴ
ム付座金パッキン、液状ガスケットと交換
してください。オイルもれの原因になりま
す。液状ガスケットはスリーボンド1208 相
当品を使用してください。

　１.  平坦で地盤のしっかりした、屋根のある場
所に格納してください。

　２.  オートヒッチを作業機に取付けて保管する
場合は、レバーについているロックピンを
イラストのようにオートヒッチアームの
ロックプレートの穴に挿入して、不用意に
作業機が外れないように確実にロックして
ください。

　３.  格納後は、みだりに子供などが触れないよ
うな処置をしてください。
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主 要 諸 元

型　　　　式

機

体

寸

法

KH165T-4S
KH165T-3S
KH165T-0S

全 長 （mm）

全 幅 （mm）

全 高 （mm）

重 量

駆 動 方 法 セ ン タ ー ド ラ イ ブ

適 応 ト ラ ク タ

（kg）

（PS）

装着装置の種類

標 準 作 業 速 度（km/h）

入 力 軸 回 転 数（r.p.m）

耕うん軸回転数（r.p.m）

１０５５

１９５５

１１１５
（９６５）

２７５
（２５５）

KH195T-4S
KH195T-3S
KH195T-0S

２２６５

２９０
（２７０）

KH165RT-4S
KH165RT-3S
KH165RT-0S

１４００（１２８５）

１９５５

１２２０

２９５
（２７５）

KH195RT-4S
KH195RT-3S
KH195RT-0S

２２６５

３１０
（２９０）

２５〜３２ ２５〜３２

日農工標準オートヒッチ　０・Ⅰ型

標 準 耕 幅 （cm）

標 準 耕 深 （cm）

１６０ １９０ １６０ １９０

５４０

耕 う ん 爪 取 付 方 法

耕 う ん 爪 の 本 数

耕 う ん 爪 外 径 （cm）

耕 深 調 節 機 構

ホ ル ダ ー タ イ プ

４８

１．５〜３．０

１２〜１５

１６６

前 ゲ ー ジ 輪 尾 　 　 　 輪

３８ ４４ ３８ ４４

※（　）内の寸法、重量は−０Sです。
※この主要諸元は改良のため、予告なく変更することがあります。
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トラクタ別装着表
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この表はあくまでマッチング表であり、トラクタ適応馬力を示すものではありません。トラクタ適応馬力の範囲内でご使用ください。
また、本作業機トラクタ別装着表にお客様のトラクタ型式が載っていない場合は、お買い求めの販売店へお問い合わせください。

トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

GT26 3 イ ト 610 A G 50 50

GT26J,GT30（J） 3 イ ト 610 A G 50 50

GT-3・5・8 3 イ ト 600 A G 70 70

GL261K・281K
GL260K・280K
GL-25K

3 イ ヘ 620 C G 50 50

GL261・277・281
GL301E・321E
GL260・268・280
GL300ES・320ES
GL-L27
GL-25・26・27

3 イ ヘ 690 A G

GL261C・281C
GL261Q・277Q
GL260Q・268Q
GL-L27Q
GL-25Q・26Q・27Q

2 イ ヘ 650 C G

GL281J・280J
GL301・321・337
GL300・320・338
GL-27J,GL-L33
GL-29・32・33

3 イ ホ 750 A G
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

GL281Q・301Q・321Q
GL337Q・338Q
GL280Q・300Q・320Q
GL281 Ｊ Q・280 Ｊ Q
GL301C・321 Ｃ
GL-27JQ・GL-L33Q
GL-29Q・32Q・33Q

3 イ ホ 740 C G

GL367・417・467
GL367E・417E・467E
L46
GL368・418
GL368ES・418ES

3 イ ホ 760 A G

GL367Q・417Q・467Q
GL367EQ・417EQ・467EQ
L46Q
GL368Q・418Q
GL368ESQ・418ESQ

3 イ ホ 750 C G

GL350(Q)・400(Q)・430(Q)
GL-35(Q)・40(Q)・43(Q) 3 イ ホ 660 A

A

A

A

A

A

A

A

G

GL470(Q)
GL-46(Q)

L1-255(Q)

L1-275J(Q)

L1-275(Q)
L1-265,L1-26

3 イ ホ 670 G

3 イ ヘ 680 G

3 イ ホ 750 G

3 イ ヘ 740 G

L1-295(Q)・315(Q)・325(Q)
L1-285,L1-28 3 イ ニ 750 G

L1-325(Q) ドラフト 4 イ ニ 710 G

L1-345(Q)・385(Q)・435(Q)
L1-33・38・43 3 イ ホ 660 G
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

L1-455(Q)
L1-45 3 イ ヘ 670 A G

MK60SK
MK40K・50K・60K 2 ロ ホ

L＝725 620 A G TC84M
に交換

TC80
に交換

GM49 5 イ ニ 620 A G

KL36(Q)・43(Q) 5 イ ヘ 710 A G TC74
に交換

KL38(Q)・41(Q)
KL41-PC 5 イ ヘ 680 A G

KL46(Q)・50(Q)
KL50-PC 5 イ ホ 710 A G

KL25K・30K 4 イ ヘ 660 A G

KL25KS・30KS 4 イ ホ 660 A G

KL25 4 イ ヘ 610 A G

KL30(Q)・33(Q)・31(Q)・34(Q)
KL28Q,KL27J 4 イ ヘ 690 A G

KL27,KL25NC,KL25J
KL25HT,KL28rops
KL33-T(W)

4 イ ヘ 630 A G

KL25-PC,KL27Q
KL25NCQ・25HTQ・25JQ 1 イ ヘ 650 A G

KL25Q 1 ロ ヘ 620 A G

KL33-PC 2 イ ヘ 710 A G

Bb260 2 ロ ト 550 A G

KT27 3 イ ト 610 A G

KT27J
KT30(J) 3 イ ト 610 A G 50 50
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

US535・540・545・550 5 イ ヘ 530 A G 30 30

US535A・540A
US545A・550A
JD1320・1420

5 イ ヘ 530 A G 30 30 青森仕様
ジョンデア仕様

AF250(J)(R) 3 イ ホ 600 C

A

G

AF250(J)(R)Q 1 イ ホ 570 C G ジョイント異音
時PTO切

AF30(Q)・33(Q) 3 イ ホ 730 G TC84M
に交換

TC80
に交換

AAF33J(Q)・35J(Q) 3 イ ホ 730 G

AAF250(Q) 3 イ ヘ 640 G

AF270(J)(R)(Q)
					290(J)(R)(Q)
AF26(Q)・28(J)(Q)

3 イ ホ 700 A G

AF310(J)(R)(Q)
					330(J)(R)(Q)
AF350(J)(R)(Q)
AF400(R)(Q)

4 イ ホ 690 A G

RS27(Q)
RS30(Q)・33(Q)
RS270(Q)
RS300(Q)・330(Q)

2 イ ホ 570 A G

AAF30(J)(Q)R・33(J)(Q)R
AF35(J)(Q)R 4 イ ホ 710 G
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

F(X)255 3 イ ホ 640 C G

FX265M 3 ロ ヘ 680 A G

F(X)265,FX30S 3 ロ ホ 680 A G

FX285,FX26 3 イ ホ 570 A G

FX305・335・435
FX28・32・42 3 イ ホ 560 A G

F395Q・475Q
F37・46 4 イ ヘ 630 A G

AF645・650 4 イ ヘ 540 A G 30 30 トップリンク
ブラケットなし

F395・475 4 イ ヘ 630 A G

US31(Q)	・35(Q) 3 イ ホ 570 A G 70 70

US39(Q)	・45(Q) 3 ロ ニ 600 B G 50 50

CT450・550・600 5 ロ ヘ 560 A G トップリンク
ブラケット付

CT45・55 4 イ ホ 550 A G

US32(R)(Q)・36(R)(Q) 3 ロ ホ 600 A G 50 50

AF26MH 3 イ ホ 700 A G

FV250(Q)・270(Q) 2 イ ホ 550 A G 50 50

US40(R)(Q)・46(R)(Q)
US50(R) 3 ロ ホ 600 B G 50 50

AF324M・328M・330M
AF270M・310M
AF26ML・30ML

3 イ ホ 600 C G 高床時の装着



39

トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

FV280(Q)・310(Q) 2 イ ホ 620 A G

FV330(Q)・430(Q) 2 イ ヘ 620 A G

F375 2 イ ヘ 620 A G

F435 2 イ ヘ 620 A G

AF322・324・326 3 イ ヘ 600 C G

AF328・330 3 イ ヘ 700 A G

AF333・336・339・342 4 イ ヘ 690 A G

US324・328
US330・334 2 イ ホ 560 A G 50 50

3 イ ホ 640 C G 低床時の装着
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

TK46-FC 3 イ ホ 550 A G

TF26(N)(Q) 3 イ ホ
L＝450 580 A G 70 70

TU257 2 イ ニ 610 A G 70 70

TK25・29・33 2 イ ホ 540 A G 60 60

TG25(Q)
TG253,TG273(Q)
TGS25(Q)

3 イ ニ 600 A G

TG37(Q)・43(Q)・48(Q)
TG413(Q)・463(Q)・503(Q)
TGS37(Q)・41(Q)・46(Q)

3 イ ホ
L＝490

600
（580） A G

トップリンク長
の 580はドラフ
ト仕様を示す

TH26
THS26 1 イ ヘ 470 B G 90 90

TG253-A・273-A
TG25-A 2 ロ ホ 540 A G

TG253Q
TGS25Q 3 イ ホ 600 A G

TG27(Q)・29(Q)・31(Q)・
					33(Q)
TG27L・31L、TG29H(Q)
TG293(Q)・313(Q)・333(Q)
TGS29(Q)・33(Q)

3 イ ニ 600 A G

TA267(Q)・287(Q)・317(Q)
TA275(Q)
TA262(Q)・312(Q)・263(Q)
TA250

2 イ ホ 560 A G 50 50
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

TA337(Q)・357(Q)・417(Q)
TA437(Q)
TA295(Q)・325(Q)・345(Q)
TA375(Q)・435(Q)
TA290・320・340・370
TG353・373
TK37・41・46,	TGS37

3 イ ホ 550
(540) A G

トップリンク長
の 540はドラフ
ト仕様を示す

TA467(Q)
TA415(Q)・455(Q)・505(Q)
TA410・450

3 イ ニ
L＝510

590
(570) A G

トップリンク長
の 570はドラフ
ト仕様を示す

TS35F 4 イ ニ 660 A G

TR45( メカ ) 4 イ ニ 630 A G

TR45( マイコン ) 2 イ ニ 680 A G ジョイント異音
時PTO切

TGS46C 3 イ ニ
L＝490 580 A G
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

MKM45・55 2 イ ニ 620 A G TC84M
に交換

TC74 又
は TC80
に交換

MT338・368 4 ロ ニ 540 A G

MT266
MT286・306・336
MT265

3 イ ホ
L＝491 630 A G

MT266Q
MT286Q・306Q・336Q
MT265Q

1 イ ホ
L＝491 590 A G

MT265L
MT285・305 3 イ ホ

L＝491 670 A G

MT265LQ
MT285Q・305Q 1 イ ホ

L＝491 640 A G

MT335(Q)・365(Q)
MT337(Q)・367(Q) 4 ロ ニ

L＝477 550 A G

MT26
MT25 3 イ ホ

L＝480 630 A G

MT408・468 4 イ ニ 540 A G

MT26 改 3 イ ホ
L＝480 610 A G

MT501 4 イ ヘ 540 A G 30 30

MTX28 3 イ ホ
L＝480 630 A G

MT251・271
MT291・311・331 3 イ ホ 690 A G TC74 に

交換
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

MT27・30 4 イ ホ
L＝480 560 A G

MT33 4 ロ ニ
L＝477 550 A G

MT400(Q)・460(Q) 3 ロ ホ 600 B G 50 50

GS25 3 イ ホ 590 A G 50 50

D258(Q)・278(Q) 2 イ ホ 550 A G 50 50

D288(Q)・318(Q) 2 イ ホ 620 A G

S325A 2 イ ホ 560 A G 50 50

S330A
D265(Q)・275(Q)
D295(Q)
D26・28

2 イ ホ 610 A G

S440A
D335(Q)・435(Q)
D32・34・43

2 イ ホ 620 A G

MTR250・270・300
MTM250・270・300 3 イ ホ 640 A G

D338(Q)・438(Q)
S440A 新 2 イ ヘ 620 A G
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

N279 3 イ ホ 510 C G

N329・359 3 イ ホ 500 C G

NZ265 3 イ ﾄ 610 A G 50 50

NZ260 3 イ ト 600 A G 70 70

NX301・321・337
NX300・320・338
NX29・32

3 イ ホ 750 A G

NZ265B
NZ305(B) 3 イ ト 610 A G 50 50

NX261Q・277Q・260Q
NZ25Q・27Q 2 イ ヘ 650 C G

NX367(Z)・417(Z)・467(Z)
NX368(Z)・418 3 イ ホ 760 A G

NX261・277・281
NX25・27
NX301Z・321Z

3 イ ヘ 690 A G

NX367(Z)Q・417(Z)Q
NX467(Z)Q
NX368Q・418Q

3 イ ホ 750 C G

NX281Q・301Q・321Q
NX337Q・338Q
NX280Q・300Q・320Q
NX29Q・32Q

3 イ ホ 740 C G
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

NX350(Q)・400(Q)・430(Q)
NX35(Q)・40(Q)・43(Q) 3 イ ホ 660 A G

NX470(Q)
NX46(Q) 3 イ ホ 670 A G

NTX28
NTX28rops 4 イ ヘ 630 A G

NTX28Q
NTX30・31・33・34 4 イ ヘ 690 A G

TX261・281
TX260・280 3 イ ヘ 690 A G

NTX36・43 5 イ ヘ 710 A G TC74 に
交換

NTX38・41 5 イ ヘ 680 A G

NTX25 4 イ ヘ 610 A G

NTX25Q 1 ロ ヘ 620 A G

TX260Q・261Q 2 イ ヘ 650 C G

TX301・321
TX300・320 3 イ ホ 750 A G

TX281Q・301Q・321Q
TX280Q・300Q・320Q 3 イ ホ 740 C G
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トラクタ型式

トラクタ部の調整
トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（mm）

トップ
リンク
取付穴

ヒッチ
ピ　ン
取付穴

4S
TC71M

3S
備　　考

TC69

作業機側 ジョイント
切断寸法（mm）

TX252 4 イ ヘ 610 A G

TX272 4 イ ヘ 630 A G

TX302・332 4 イ ヘ 690 A G

TX252Q 1 ロ ヘ 620 A G

MK-30 2 イ ホ
L＝725 670 A G TC84M

に交換
TC80M
に交換

MK-40 2 イ ホ
L＝725 650 A G TC84M

に交換
TC80M
に交換

MK-50 2 イ ホ
L＝725 670 A G TC84M

に交換
TC80M
に交換

MK-30(94) 2 イ ホ
L＝675 670 A G TC84M

に交換
TC80M
に交換

MK-40(94) 2 ロ ホ
L＝725 650 A G TC84M

に交換
TC80M
に交換

MK-50(94) 2 ロ ホ
L＝725 670 A G TC84M

に交換
TC80M
に交換

MK-40・50・60(96)
MK40S
MK-60S

2 ロ ホ
L＝725 620 A G TC84M

に交換
TC80M
に交換



点検整備一覧表

47

時　　　間

新品　使用始め

新品１時間使用後

新品 50 時間使用後

毎日の作業　前

毎日の作業　後

150 時 間 毎　 又
は
シーズン　終了後

項　　　　　　　　　　目

クドウケースのオイル量点検

全部のボルト、ナットを増し締め

①クドウケースのオイル交換

①クドウケースのオイル量、オイル漏れの点検

②耕うん爪の取付ボルトの増し締め

③ジョイントのグリスニップルへのグリス注入

④地面から上げて空転での、異音、異常振動等、異常の点検

①洗浄後、水分拭き取り

②ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落の点検

③耕うん爪の摩耗、折損の点検

④入力軸へグリス塗布

⑤ジョイントスプライン部へグリス塗布

⑥ジョイント、ノックピンへ注油

⑦可動部へ注油

①クドウケースのオイル交換とオイルシール、パッキンの異常点検

②ジョイントのチューブへのグリス塗布

③安全ラベルの剥がれの点検

④無塗装部へのサビ止め

⑤消耗部品の早期交換

参照ページ

23

22

31

23

28

23

23

30

22

28

31

31

30

31

31 〜 32

30

6
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異常診断一覧表
使用中あるいは使用後の点検時に下表の異常が発生した場合、そのままにしておきますと故障、事
故の原因となります。
再使用せず、直ちに対策を行ってください。

本体各部

ギヤー
ケース

（クドウケース）

チェン
ケース

（クドウケース）

耕うん軸

症　　　状

異 音 の 発 生

オ イ ル 漏 れ

異常な高温の発生

異 音 の 発 生

オ イ ル 漏 れ

異常な高温の発生

異 音 の 発 生

振 動 の 発 生

軸 回 転 不 良

原　　　　　因 対　　　　　策

ベアリングの損傷

ギヤーの損傷

ベベルギヤーのかみ合い不良

入力軸：軸受け部オイルシールの損傷

液体パッキンの劣化

パッキンの劣化、損傷

カバー取付ボルトのゆるみ

オイル量の不足

ベアリングの損傷

チェンテンショナの破損

スプロケットの損傷

ベアリングの損傷

軸付きシール、Oリングの劣化、損傷

カバー取付ボルトのゆるみ

オイル量の不足

ベアリングの損傷

軸受部のベアリングの損傷

耕うん取付ボルトのゆるみ

耕うんの変形によるカバーとの干渉

耕うん軸の曲がり

耕うん爪、軸へのワラ、草等のかかり

耕うん爪の配列不良

ベアリング交換

ギヤー交換

シムで調節

オイルシール交換

液体パッキンの塗り直し

パッキン交換

ボルト増し締め

オイル補給

ベアリング交換

テンショナ交換

スプロケット交換

ベアリング交換

軸付きシール、Oリングの交換

ボルト増し締め

オイル補給

ベアリング交換

ベアリング交換

ボルト締め付け

耕うん爪交換

耕うん軸交換

ワラ、草等の除去

爪配列の点検

チェンの折損 チェン交換

駆動軸の折損 駆動軸交換
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耕うん軸

ジョイント

軸 回 転 不 良

オ イ ル 漏 れ

異 音 の 発 生

残 耕 の 発 生

異常な土寄りの発生

ギヤーの破損 ギヤー交換

軸付きシールの損傷

パッキン、Oリングの劣化、損傷

耕うん爪の摩耗、折損

耕うん爪の配列不良

耕うん爪の配列不良

グリス切れ

ジョイント折れ角が不適格

ロータリーの上げすぎ

チューブのかみ合い長さ不足た わ み 発 生

スプライン部のガタ ノックピンとヨークの摩耗

軸付きシール交換

パッキン、Oリング交換

耕うん爪交換

爪配列の点検

爪配列の点検

グリスアップ

マッチング姿勢の矯正

リフト量の規制

長いものと交換

交換

本体各部 症　　　状 原　　　　　因 対　　　　　策



用 語 解 説
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アタッチメント
作業機に後付けする部品

オートヒッチ
トラクタに乗ったままワンタッチで作業機
を装着できるヒッチ

クリープ
超低速の作業速度

耕　　深
耕うんする深さ

３点リンク
トラクタに作業機を装着するための３点で
支持を行うリンク

チェックチェン
トラクタに対し作業機が左右に振れる量を
規制するチェン

トップリンク
作業機を装着する３点のリンクのうち、作
業機の上部を吊り下げているリンク

揚　　力
トラクタが作業機を上昇させるための力

ジョイント
トラクタの動力を作業機へ伝達するための
軸

リフトロッド
トラクタが作業機を上げるためロアーリン
クと連結しているアーム

リリーフ弁
油圧装置に規定以上の油の圧力がかかり油
圧装置が破損することを防止する弁

ロアーリンク
作業機を装着する３点リンクのうち、作業
機の下部を吊り下げているリンクで左右一
本ずつある






